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組
み
、
15
春
闘
勝
利
と
諸
課

題
の
前
進
、
そ
し
て
闘
い
を

通
じ
て
新
し
い
仲
間
を
国
労

に
迎
え
入
れ
る
決
意
を
固
め

合
お
う
と
訴
え
た
。

　

集
会
は
、
盛
岡
地
本
小
林

副
委
員
長
、
秋
田
地
本
高
橋

副
委
員
長
、
仙
台
地
本
歌
川

副
委
員
長
及
び
東
北
貨
物
協

議
会
高
橋
副
議
長
か
ら
そ
れ

ぞ
れ
力
強
い
決
意
表
明
を
受

け
、
東
北
協
議
会
佐
々
木
副

議
長
の
閉
会
の
挨
拶
後
、
佐

藤
議
長
の
団
結
頑
張
ろ
う
で

締
め
ら
れ
た
。

　

集
会
後
に
参
加
者
は
４
ブ

ロ
ッ
ク
に
分
か
れ
、
仙
台
市

内
で
デ
モ
行
進
を
行
い
、
賃

上
げ
を
始
め
と
し
た
労
働
条

件
の
改
善
や
安
全
問
題
な
ど

の
国
労
要
求
を
シ
ュ
プ
レ
ヒ

コ
ー
ル
で
市
民
に
ア
ピ
ー
ル

し
、
気
勢
を
上
げ
た
。

　

ま
た
、
集
会
の
前
段
と
し

て
、
仙
台
支
社
前
と
仙
台
駅

東
口
で
早
朝
チ
ラ
シ
配
布
行

動
も
取
り
組
ま
れ
た
。
チ
ラ

シ
に
は
多
く
の
課
題
と
要
求

が
載
せ
ら
れ
、
広
く
市
民
に

ア
ピ
ー
ル
を
行
っ
た
。

（
仙
台
地
本
発
）

　

東
京
地
方
本
部
は
３
月
８

日
、
水
道
橋
の
全
水
道
会

館
に
お
い
て
、
全
分
会
長
会

議
を
開
催
し
た
。
春
闘
や
新

入
社
員
の
入
社
を
目
前
に
控

え
、
地
本
管
内
全
職
場
・
全

機
関
の
意
思
統
一
を
目
的
と

し
た
も
の
。

　

主
催
者
を
代
表
し
、
鎌
田

委
員
長
は
「
経
済
活
性
化
の

為
に
も
大
幅
賃
上
げ
、
非
正

規
の
雇
用
安
定
が
必
要
。
共

闘
運
動
を
再
生
し
地
域
春
闘

の
強
化
を
。
労
働
条
件
改
善
、

職
場
要
求
実
現
の
た
め
先
進

的
な
取
り
組
み
に
学
び
、
一

層
の
組
織
拡
大
を
。
安
倍
反

動
内
閣
の
暴
走
政
治
か
ら
安

心
し
て
働
け
る
社
会
を
取
り

戻
そ
う
」
と
挨
拶
を
行
っ
た
。

　

続
い
て
国
労
本
部
か
ら
菊

池
書
記
長
が
、
春
闘
情
勢

と
脱
原
発
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
「
様
々
な
情
勢
を
考
え

て
、
国
労
統
一
要
求
と
し
て

１
５
，
０
０
０
円
を
求
め

た
。
会
社
間
格
差
の
是
正
や
、

55
歳
以
上
の
労
働
条
件
改

善
、
非
正
規
社
員
の
正
社
員

化
な
ど
様
々
な
要
求
を
し
て

い
る
。
フ
ク
シ
マ
で
は
今
も

12
万
人
が
県
外
に
避
難
し
て

い
る
。
再
稼
働
の
本
質
は
原

発
の
海
外
輸
出
狙
い
」
な
ど

の
提
起
と
報
告
が
さ
れ
た
。

　

国
労
本
部
橋
本
青
年
部
長

か
ら
は
「
運
動
を
続
け
て

い
く
に
は
現
在
の
人
数
で
は

心
も
と
な
い
。
集
ま
る
場
を

作
る
の
が
難
し
く
な
っ
て
い

る
。
分
会
の
協
力
を
お
願
い

し
た
い
。
拡
大
対
象
者
が
10

人
い
れ
ば
、
10
の
や
り
方
が

あ
る
。
職
場
交
流
の
中
で
引

き
出
し
を
作
っ
て
ほ
し
い
。

柔
軟
性
や
タ
イ
ミ
ン
グ
を
逃

さ
な
い
事
が
重
要
」
な
ど
、

青
年
部
の
課
題
と
、
組
織
拡

大
へ
の
訴
え
が
さ
れ
た
。

　

続
い
て
取
り
組
み
の
報
告

と
し
て
、
上
野
支
部
・
東
調

査
部
長
（
上
野
駅
分
会
）
か

ら
「
上
野
駅
で
、
二
人
の
青

年
が
加
入
。『
何
が
あ
っ
て

も
守
る
か
ら
、
任
せ
て
く
れ
』

と
話
を
し
、
加
入
を
決
意
し

て
く
れ
た
」
と
報
告
。
大
宮

地
区
本
部
・
山
崎
組
織
部
長

か
ら
は
「
大
宮
車
両
所
で
は
、

若
い
人
が
年
配
の
人
に
『
一

緒
に
国
労
に
加
入
し
ま
し
ょ

う
』
と
複
数
の
加
入
が
実
現
。

一
人
が
加
入
す
る
と
、
次
も
、

と
前
向
き
な
考
え
に
な
る
」

と
報
告
が
さ
れ
た
。
ま
た
、

全
体
討
論
で
は
、
黒
磯
機
関

区
因
泥
さ
ん
か
ら
、
Ｊ
Ｒ
貨

物
の
賃
金
実
態
や
労
働
実
態

に
つ
い
て
、
甲
府
運
輸
区
井

上
さ
ん
か
ら
は
、
深
夜
時
間

帯
の
中
央
線
特
急
自
由
席
の

混
雑
に
対
応
す
る
た
め
の
、

車
掌
増
員
の
取
り
組
み
の
報

告
が
さ
れ
た
。

　

最
後
に
松
川
書
記
長
か
ら

「
勇
気
が
必
要
な
の
は
『
入

れ
よ
』
と
声
を
か
け
る
我
々
。

全
分
会
が
意
思
統
一
し
て

取
り
組
み
に
全
力
を
上
げ
よ

う
」
と
ま
と
め
が
さ
れ
、
中

嶋
青
年
部
長
の
団
結
が
ん
ば

ろ
う
で
閉
会
し
た
。

（
東
京
地
本
発
）

　

３
月
６
日
、
仙
台
市
内
に

お
い
て
国
労
東
北
総
決
起
集

会
が
開
催
さ
れ
、
３
７
５
人

の
仲
間
が
結
集
し
た
。

　

第
一
部
と
し
て
、
東
北
労

働
講
座
が
行
わ
れ
、「
15
春

闘
情
勢
と
労
働
運
動
の
課

題
」
に
つ
い
て
、「
ま
な
ぶ
」

編
集
長
寺
西
弘
樹
氏
が
講

演
。
第
二
部
は
、
国
労
東
北

総
決
起
集
会
が
行
わ
れ
、
主

催
者
を
代
表
し
、
東
日
本
本

部
佐
藤
書
記
長
と
東
北
協
議

会
佐
藤
浩
一
議
長
が
そ
れ
ぞ

れ
挨
拶
を
行
い
、
春
闘
情
勢

と
会
社
の
動
向
、
国
労
の
取

　

15
春
闘
は
、
様
々
な
政
治
の
反
動
化
に
加
え
て
、
賃
上
げ
が
大
き
く
ク
ロ
ー
ス
ア
ッ

プ
さ
れ
る
中
で
迎
え
ま
し
た
。
Ｊ
Ｒ
内
の
動
向
、
と
り
わ
け
東
日
本
会
社
は
、
私
た
ち

の
回
答
指
定
日
で
あ
る
３
月
18
日
を
過
ぎ
て
も
交
渉
が
示
さ
れ
な
い
事
か
ら
、
19
日
に

緊
急
「
申
」
を
提
出
し
ま
し
た
が
、
現
在
も
会
社
か
ら
は
回
答
が
示
さ
れ
て
い
ま
せ
ん

（
24
日
現
在
）。
一
方
、
貨
物
会
社
に
お
い
て
は
社
員
・
家
族
の
期
待
を
裏
切
る
、
16
年

連
続
の
ベ
ア
ゼ
ロ
回
答
が
20
日
に
示
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
各
グ
ル
ー
プ
会
社
で
は
、

現
在
も
春
闘
が
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
奮
闘
し
ま
し
ょ
う
！

　

今
号
は
、
春
闘
期
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
諸
行
動
の
特
集
と
し
ま
す
。
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２
月
22
日
、
高
崎
地
本
は

組
織
強
化
拡
大
交
流
集
会
を

開
催
し
た
。
交
流
集
会
は
、

本
部
の
組
織
拡
大
オ
ル
グ
の

取
り
組
み
と
、
東
日
本
本
部

の
組
織
状
況
報
告
も
兼
ね
て

行
わ
れ
た
。

　

高
崎
で
は
、
昨
年
の
東
日

本
本
部
定
期
大
会
以
降
、
３

名
の
拡
大
が
実
現
。
一
括
和

解
以
降
で
は
13
名
の
拡
大
と

な
り
、
特
に
プ
ロ
採
、
社
会

人
採
用
の
加
入
が
続
い
て
い

る
こ
と
か
ら
、
活
気
あ
る
集

会
と
な
っ
た
。

　

加
入
者
の
紹
介
を
し
た
平

野
青
対
部
長
は
「
自
分
も
拡

大
を
目
指
す
が
、
先
輩
方
も

考
え
を
変
え
な
が
ら
拡
大
し

て
も
ら
い
た
い
。
こ
れ
か
ら

は
学
習
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
っ
て
い
る
。
た
だ
国

労
と
い
う
名
前
を
残
す
の
で

は
な
く
、
先
輩
方
が
作
っ
て

き
た
運
動
、
職
場
の
労
働
条

件
を
残
し
た
い
」
と
決
意
を

込
め
て
報
告
し
た
。

　

以
下
、
加
入
者
の
声
を
紹

介
す
る
。

◆
渋
川
保
技
セ
・
小
池
真
樹

さ
ん
「
私
は
社
会
人
採
用
の

社
員
で
あ
り
、
以
前
の
会
社

で
も
労
組
は
活
動
に
消
極
的

で
あ
り
、
私
自
身
も
労
組
の

活
動
に
対
し
て
安
易
に
考

え
、
東
労
組
に
加
入
し
た
。

　

配
属
さ
れ
て
感
じ
た
の
は

そ
れ
ぞ
れ
が
個
性
的
で
存
在

感
が
あ
り
、
話
の
中
心
、
仕

事
の
中
心
に
は
い
つ
も
国
労

の
先
輩
が
い
た
。
そ
ん
な
先

輩
た
ち
と
接
す
る
中
で
、
私

の
気
持
ち
は
日
々
傾
い
て

い
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
モ
ヤ
モ
ヤ
し

た
気
持
ち
か
ら
解
放
さ
れ
た

い
と
い
う
自
分
の
強
い
気
持

ち
と
、
先
輩
た
ち
が
優
し
く

背
中
を
押
し
て
く
れ
た
の
が

き
っ
か
け
と
な
り
、
自
分
で

決
意
を
固
め
９
月
26
日
に
国

労
に
加
入
し
た
。

　

ほ
と
ん
ど
の
東
労
組
の
若

手
は
私
と
同
じ
考
え
で
あ

り
、
早
く
自
由
に
し
て
あ
げ

た
い
と
強
く
思
う
」

◆
渋
川
電
力
メ
セ
・
佐
々
木

亮
さ
ん
「
渋
川
電
力
メ
セ
に

配
属
さ
れ
、
国
労
の
先
輩
に

自
分
の
所
属
し
て
い
る
組
合

が
ど
う
い
う
と
こ
ろ
な
の

か
、
浦
和
電
車
区
事
件
と

は
？
、
知
れ
ば
知
る
ほ
ど
東

労
組
へ
の
不
満
は
大
き
く

な
っ
た
。

　

仕
事
を
教
え
て
く
れ
る
の

は
国
労
の
先
輩
で
あ
り
、
そ

ん
な
先
輩
方
に
つ
い
て
い
く

こ
と
が
ま
と
も
な
道
だ
と
考

通
過
点
の
集
会
。
職
場
闘
争

並
び
に
安
倍
内
閣
の
反
動
政

権
に
対
す
る
闘
い
を
。
労
働

法
制
改
悪
や
反
原
発
、
沖
縄

基
地
、
３
・
14
ダ
イ
ヤ
改
正
、

安
全
問
題
な
ど
の
運
動
と
、

組
織
強
化
拡
大
の
運
動
を
組

合
員
一
人
ひ
と
り
の
取
り
組

み
と
し
よ
う
」
と
訴
え
た
。

　

東
日
本
本
部
佐
藤
書
記

長
、
東
京
地
本
松
川
書
記
長

か
ら
情
勢
報
告
を
受
け
た

後
、
来
賓
の
方
か
ら
そ
れ
ぞ

れ
連
帯
の
挨
拶
を
受
け
た
。

　

職
場
報
告
で
は
貨
物
職
場

の
長
島
さ
ん
か
ら
、
賃
金
手

当
削
減
攻
撃
の
報
告
。
旅
客

職
場
の
千
田
さ
ん
か
ら
、
大

田
運
輸
区
構
想
の
問
題
点
の

報
告
を
そ
れ
ぞ
れ
受
け
た
。

　

石
井
書
記
長
の
支
部
春
闘

行
動
の
報
告
の
後
、
伊
藤
委

員
長
の
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で

集
約
集
会
を
終
了
し
た
。

　

集
会
後
、
会
場
か
ら
東
京

電
力
本
社
前
、
銀
座
に
か
け

て
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
を
響

か
せ
、
デ
モ
行
進
を
行
っ
た
。

（
新
橋
支
部
発
）

　

15
春
闘
勝
利
！
支
部
統
一

行
動
の
集
約
集
会
が
、
３
月

13
日
に
新
橋
・
交
通
ビ
ル
地

下
会
議
室
で
開
催
さ
れ
た
。

　

伊
藤
支
部
委
員
長
は
挨
拶

で
「
昨
年
か
ら
準
備
を
し
て

実
行
委
員
会
を
開
催
。
２
月

に
学
習
会
、
３
月
11
・
12
日

に
は
駅
頭
宣
伝
を
取
り
組
ん

で
き
た
。
こ
の
集
約
集
会
は

え
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
東

労
組
の
脱
退
を
決
意
す
る
勇

気
は
持
て
ず
に
い
た
。

　

そ
ん
な
中
、
同
期
の
小
池

さ
ん
が
国
労
に
加
入
し
た
こ

と
を
先
輩
か
ら
教
え
て
い
た

だ
き
、『
不
満
を
抱
い
て
い

る
の
は
ひ
と
り
じ
ゃ
な
い
ん

だ
』
と
、
腹
の
底
か
ら
安
心

感
が
持
て
た
と
同
時
に
、
国

労
加
入
を
決
意
し
た
。

　

小
池
さ
ん
に
一
歩
踏
み
出

す
勇
気
を
い
た
だ
き
、
先
輩

が
背
中
を
押
し
て
く
れ
た
か

ら
、
11
月
１
日
に
国
労
加
入

が
で
き
た
。
東
労
組
に
は
私

と
同
じ
思
い
の
人
た
ち
が
多

数
い
る
と
思
う
。
今
す
ぐ
国

労
に
加
入
し
て
欲
し
い
」

　

高
校
生
平
和
大
使
の

本
田
歩
さ
ん
の
「
原
発

は
正
義
に
相
反
し
て
い

る
。
命
を
守
る
た
め
に

何
度
で
も『
原
発
反
対
』

と
い
う
市
民
の
声
を
上

げ
て
い
く
」
と
い
う
力

強
い
訴
え
に
は
、
会
場

か
ら
大
き
な
歓
声
が
上

が
っ
た
。

　

最
後
に
「『
原
発
の

な
い
福
島
』を
目
指
す
」

と
集
会
ア
ピ
ー
ル
を
採

択
し
、
終
了
し
た
。

え
な
い
避
難
生
活
を
強
い
ら

れ
て
い
る
。
福
島
で
生
き
続

け
る
こ
と
を
原
点
と
し
、
失

わ
れ
た
生
活
を
取
り
戻
す
た

め
、
国
や
東
電
に
対
し
、
被

害
の
賠
償
や
生
活
再
建
支
援

に
つ
い
て
一
層
の
取
り
組
み

を
求
め
、
全
て
の
県
民
の
共

通
し
た
願
い
を
全
国
へ
発
信

す
る
」
と
訴
え
た
。

　

３
月
14
日
、
福
島
市
で

「
２
０
１
５
原
発
の
な
い
福

島
を
！
県
民
大
集
会
」
が
開

催
さ
れ
、
６
５
０
０
人
（
主

催
者
発
表
）
が
参
加
し
た
。

実
行
委
員
長
の
角
田
政
志
氏

（
福
島
県
平
和
フ
ォ
ー
ラ
ム

代
表
）
は
、「
事
故
か
ら
４

年
、
集
束
に
は
程
遠
い
現
状
。

今
な
お
12
万
人
が
先
の
見


